
 文  教  民  生  委  員  会  行  政  視  察  調  査  報  告  書 

 １  ．  調  査  月  日  　  　  　  　  令  和  ６  年  １  ０  月  ２  ３  日  ～  １  ０  月  ２  ４  日 

 ２  ．  調  査  先・  項  目  　  　  　  　  中  空  知  衛  生  施  設  組  合  リ  サ  イ  ク  リー  ン 

 　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　・  中  間  処  理  施  設  メ  タ  ン  発  酵  に  つ  い  て 

 　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  中・  北  空  知  廃  棄  物  処  理  広  域  連  合  エ  ネ  ク  リー  ン 

 　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  ・  可  燃  ご  み  焼  却  施  設  に  つ  い  て 

 ３  ．  調  査  派  遣  委  員  　  　  　  　  永  　  本  　  浩  　  子  　  　  村  　  椿  　  敏  　  章 

 金  　  兵  　  智  　  則  　  　  栗  　  田  　  政  　  男 

 里  　  見  　  哲  　  也  　  　  古  　  田  　  純  　  也 

 古  　  都  　  宣  　  裕 

 ４  ．  調  査  結  果  　  　  　  　  別  紙  の  と  お  り 



 令  和  6  年  度  文  教  民  生  委  員  会  行  政  視  察  報  告  書 

 網  走  市  議  会  文  教  民  生  委  員  会 

 　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  委  員  長  　  永  　  本  　  浩  　  子 

 １、  中  間  処  理  施  設  メ  タ  ン  発  酵  に  つ  い  て 

 ＜  視  察  日  ＞  　  令  和  6  年  10  月  23  日  （水）  　  １  ４  ：  ０  ０  ～  １  ５  ：  ３  ０ 

 ＜  視  察  先  ＞  　  北  海  道  滝  川  市  　  中  空  知  衛  生  施  設  組  合  「リ  サ  イ  ク  リー  ン」 

 ＜  視  察  内  容  ＞ 

 　  当  市  で  は  現  在、  近  隣  の  ５  町  と  連  携  し  て  広  域  で  の  廃  棄  物  中  間  処  理  施  設  の  建  設 

 に  向  け  て  取  り  組  み  を  進  め  て  い  る。  １  市  ５  町  の  首  長  を  中  心  と  し  た  斜  網  地  区  廃  棄  物 

 処  理  広  域  化  推  進  協  議  会  で  は、  中  間  処  理  方  法  と  し  て、  焼  却  と  メ  タ  ン  ガ  ス  発  酵  を  組 

 み  合  わ  せ  た  「メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド」  が  検  討  さ  れ  て  い  る  が、  道  内  で  は  ま  だ  実  施  さ  れ 

 て  い  る  と  こ  ろ  が  な  い  た  め  「メ  タ  ン  ガ  ス  発  酵」  と  「広  域  焼  却」  の  二  つ  に  分  け  て  そ  れ  ぞ 

 れ  の  施  設  を  視  察  し  た。 

 　  滝  川  市  に  あ  る  中  空  知  衛  生  施  設  組  合  「リ  サ  イ  ク  リー  ン」  は、  滝  川  市、  赤  平  市、  芦 

 別  市、  新  十  津  川  町、  雨  竜  町  の  ３  市  ２  町  か  ら  な  る  中  空  知  地  域  で  運  営  す  る  広  域  ご 

 み  処  理  施  設  で、  平  成  １  ５  年  か  ら  運  用  が  開  始  さ  れ  今  年  で  ２  １  年  に  な  る。  施  設  は  メ  タ 

 ン  発  酵  施  設  の  ほ  か  に、  リ  サ  イ  ク  ル  プ  ラ  ザ、  可  燃  ご  み  の  中  継  施  設  も  併  設  し  て  い  る 

 が、  今  回  は  高  速  メ  タ  ン  発  酵  処  理  施  設  の  み  を  見  学  し  た。  見  学  に  先  立  ち、  動  画  で  施 

 設  の  概  要  説  明  を  受  け、  活  発  な  質  疑  応  答  が  行  わ  れ  た。 

 ＜  感  　  想  ＞ 

 　  リ  サ  イ  ク  リー  ン  は  「生  ご  み」  か  ら  メ  タ  ン  ガ  ス  を  発  酵  さ  せ  発  電  な  ど  の  エ  ネ  ル  ギー  に 

 変  え  て  い  る  の  だ  が、  道  内  に  は  「し  尿・  糞  尿  等」  か  ら  メ  タ  ン  ガ  ス  発  酵  を  行っ  て  い  る 

 施  設  も  あ  る。  「生  ご  み」  の  メ  タ  ン  ガ  ス  発  酵  を  選  ん  だ  理  由  と  し  て  は、 

 1  当  時、  可  燃  ご  み  の  焼  却  を  委  託  し  て  い  た  民  間  施  設  か  ら  「生  ご  み」  の  搬  入  は  し  な 

 い  こ  と、  と  い  う  条  件  が  出  さ  れ  た。 

 2  平  成  １  ３  年  度  か  ら  バ  イ  オ  ガ  ス  化  が  環  境  省  の  補  助  メ  ニュー  に  なっ  た。 

 3  滝  川  市  で  は  生  ご  み  の  堆  肥  化  に  失  敗  し  て  い  た。 

 4  周  辺  が  水  田  地  帯  で  堆  肥  の  需  要  の  目  途  が  立  た  ず、  冬  季  の  保  管  場  所  確  保  が  困 

 難。 

 5  バ  イ  オ  ガ  ス  化  は  電  気  エ  ネ  ル  ギー  や  熱  エ  ネ  ル  ギー  の  回  収  で  売  電  や  場  内  利  用 

 が  可  能。  将  来  性、  発  展  性  に  期  待  が  持  て  た。 

 と  い  う  こ  と  だっ  た  が、  生  ご  み  の  中  に  石  や  フ  ラ  イ  パ  ン、  鉄  の  棒  な  ど  が  混  入  し  て  い  る 

 と  破  砕  機  の  刃  が  折  れ  て  し  ま  う  な  ど  ト  ラ  ブ  ル  の  原  因  に  な  る  の  で  分  別  の  仕  方  を  徹  底 

 し  て  い  る、  と  の  こ  と。 

 　  現  在、  検  討  中  の  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  で  は、  生  ご  み  も  可  燃  ご  み  と  し  て  一  括  収  集  し 

 て  機  械  で  生  ご  み  や  紙  ご  み  を  分  別  し  メ  タ  ン  ガ  ス  発  酵  に  回  す  た  め、  今  で  も  埋  立  ご  み 

 に  生  ご  み  が  混  入  し  て  い  る  当  市  と  し  て  は、  今  後  の  超  高  齢  化  社  会  を  考  え  る  と  分  別 



 の  徹  底  は  難  し  く  「メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド」  の  方  が  良  い  の  で  は  な  い  か  と  思っ  た。 

 　  次  に、  リ  サ  イ  ク  リー  ン  は  高  温  乾  式  で  は  な  く  中  温  湿  式  で  行っ  て  い  る。  そ  の  理  由  と 

 し  て  は、 

 1  高  温  発  酵  は  中  温  発  酵  よ  り  も  ガ  ス  発  生  量  は  多  い  が、  も  し  何  か  の  理  由  で  50℃ 

 か  ら  45℃  く  ら  い  に  な  る  と  全  く  ガ  ス  が  発  生  し  な  い、  と  い  う  不  安  定  さ  が  あ  る。 

 2  湿  式  は  乾  式  よ  り  も  大  き  な  槽  容  量  が  必  要  だ  が、  槽  内  の  流  動  性  に  優  れ  る  た  め 

 技  術  的  ハー  ド  ル  が  低  い。 

 3  当  時  は  乾  式  発  酵  の  技  術  は  難  し  く  メ  ジャー  で  は  な  かっ  た  の  で、  元々  湿  式  で  行 

 こ  う、  と  決  め  て  い  た。 

 と  い  う  こ  と  だっ  た。  20  年  前  の  選  択  理  由  な  の  で、  20  年  経っ  た  今  は、  高  温  乾  式  の 

 ガ  ス  発  生  に  関  す  る  安  定  性  と  技  術  の  向  上  に  つ  い  て  ど  こ  ま  で  改  良  さ  れ  て  い  る  の  か、 

 確  認  す  る  必  要  が  あ  る。  ど  ち  ら  も  メ  リッ  ト、  デ  メ  リッ  ト  が  あ  る  が、  最  近  の  デー  タ  等  を 

 確  認  し  て  判  断  す  る  こ  と  が  必  要  だ。 

 　  次  に、  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  が  採  用  さ  れ  て  い  る  の  が  本  州  の  み  な  の  で、  寒  冷  地  の  北 

 海  道、  特  に  道  東  オ  ホー  ツ  ク  で  の  メ  タ  ン  発  酵  は  大  丈  夫  な  の  か、  確  認  し  た  と  こ  ろ、 

 1  一  般  家  庭  ご  み  を  収  集  し  た  も  の  は  凍  結  し  て  い  る  か  の  選  別  が  難  し  い  の  で、  そ  の 

 ま  ま  投  入  し  て  い  る  が、  今  の  と  こ  ろ  問  題  は  無  い。 

 2  事  業  系  の  生  ご  み  は  目  視  や  搬  入  業  者  か  ら  の  申  告  に  よ  り、  可  能  な  限  り  凍  結  ご  み 

 を  取  り  除  き、  比  較  的  暖  か  い  場  所  に  置  い  て、  翌  日  投  入  す  る  な  ど  の  対  策  を  講  じ 

 て  い  る。 

 　  特  に  事  業  系  の  凍  結  し  た  ご  は  ん  等  の  大  き  な  塊  に  は  注  意  が  必  要、  と  い  う  こ  と  だっ 

 た  が、  委  託  の  候  補  に  挙  がっ  て  い  る  「タ  ク  マ」  か  ら  の  回  答  で  は、 

 1  メ  タ  ン  発  酵  槽  へ  の  前  処  理  設  備  の  ミ  キ  サー  に  て  発  酵  液  と  混  合  し、  加  温  し  て  か 

 ら  供  給 

 2  外  気  温  が  低  く  て  も  メ  タ  ン  発  酵  槽  内  は  適  正  温  度  に  維  持  で  き  る  よ  う  発  酵  槽  外  部 

 に  温  水  ジャ  ケッ  ト  を  設  置 

 3  発  酵  槽  の  加  温  は  通  常  は  ガ  ス  発  電  機  の  廃  熱  を  利  用  す  る  が、  非  常  時  に  は  予  備 

 ボ  イ  ラ  に  て  対  応 

 4  凍  結  ご  み  が  ご  み  ピッ  ト  内  に  貯  留  し  て  い  る  間  に  解  凍  す  る  こ  と  を  タ  ク  マ  の  道  内 

 施  設  で  も  確  認  さ  れ  て  い  る 

 と  い  う  こ  と  だっ  た。  凍  結  に  関  し  て  は  様々  な  工  夫  を  す  る  こ  と  で  解  決  で  き  る  の  で  は 

 な  い  か  と  思  わ  れ  る  が、  そ  の  た  め  の  費  用  対  効  果  も  確  認  す  る  必  要  が  あ  る  と  思  う。 

 　  そ  れ  ぞ  れ  の  施  設  で  発  生  す  る  匂  い  は  臭  気  ファ  ン  に  よ  り  脱  臭  室  に  集  め  ら  れ、  薬  液 

 洗  浄、  活  性  炭  吸  着  等  で  取  り  除  か  れ  る  た  め、  匂  い  に  関  す  る  苦  情  は  な  く、  ほ  と  ん  ど 

 問  題  は  無  い。 

 　  驚  い  た  の  は、  卵  の  殻  が  パ  イ  プ  の  中  に  へ  ば  り  つ  い  て  動  脈  硬  化  の  よ  う  に  なっ  て  し 



 ま  う、  と  い  う  こ  と。  リ  サ  イ  ク  リー  ン  は、  独  自  の  殻  を  取  り  除  く  装  置  を  開  発  し  て  対  応  し 

 て  い  る、  と  の  こ  と。 

 　  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  で  も、  や  は  り  卵  の  殻  は  厄  介  で  す  で  に  対  策  が  取  ら  れ  て  い  る  よ 

 う  だ  が、  確  認  す  る  必  要  は  あ  る  と  思  う。 

 　  一  番  課  題  と  感  じ  た  の  は、  人  口  減  に  伴  う  課  題  で  あ  る。  人  口  が  減  れ  ば  生  ご  み  の  量 

 も  減  り、  ３  槽  あ  る  発  酵  槽  の  う  ち  今、  使っ  て  い  る  の  は  ２  槽  だ  が、  量  的  に  は  １  槽  で  も 

 十  分  可  能  だ  と  い  う  こ  と  だっ  た。  当  市  の  人  口  減  少  も  甚  だ  し  く、  供  用  開  始  を  予  定  し 

 て  い  る  令  和  11  年  ～  12  年  に  は  更  に  人  口  減  と  な  る  の  は  必  定  で、  更  に  そ  の  先  の  人  口 

 減  少  を  考  え  る  と、  将  来  的  に  も  無  駄  の  な  い  設  備  投  資  を  考  え  る  必  要  が  あ  る。 

 　  ま  た、  供  用  開  始  か  ら  21  年  経っ  た  リ  サ  イ  ク  リー  ン  は、  施  設  の  老  朽  化  と  自  治  体  の 

 財  政  事  情、  技  術  を  継  承  す  る  人  材  不  足  で  悩  ん  で  い  た。  こ  う  し  た  点  も  将  来、  大  き  な 

 課  題  と  な  る  こ  と  を  十  分  考  慮  し  て  い  く  こ  と  が  大  切  だ  と  思っ  た。 



 ２  ，  「広  域  可  燃  ご  み  焼  却  施  設」  に  つ  い  て 

 ＜  視  察  日  ＞  　  令  和  6  年  10  月  24  日  (木)  　  10:00~11:30 

 ＜  視  察  先  ＞  　  北  海  道  歌  志  内  市  　  中・  北  空  知  廃  棄  物  処  理  広  域  連  合  エ  ネ  ク  リー  ン 

 ＜  視  察  内  容  ＞ 

 　  歌  志  内  市  に  あ  る  エ  ネ  ク  リー  ン  は  中・  北  空  知  の  5  市  9  町  の  3  つ  の  組  合  か  ら  搬  入  さ 

 れ  る  可  燃  ご  み  を  焼  却  す  る  廃  棄  物  処  理  広  域  連  合  で  あ  る。  前  日  視  察  し  た  滝  川  市  の 

 リ  サ  イ  ク  リー  ン  が  供  用  開  始  と  なっ  た  平  成  15  年  に  は  民  間  で  運  営  さ  れ  て  い  た  「エ  コ 

 バ  レー  歌  志  内」  が  広  域  で  の  焼  却  処  分  を  開  始  し  て  い  た  が、  平  成  21  年  に  撤  退  の  表 

 明  が  あ  り、  平  成  25  年  4  月  以  降  の  契  約  を  し  な  い  こ  と  で  合  意。  そ  の  後、  歌  志  内  市  長 

 が  処  理  施  設  の  誘  致  を  表  明  し  た  こ  と  か  ら  焼  却  処  理  施  設  を  新  た  な  特  別  地  方  公  共 

 団  体  に  よ  り  建  設  す  る  こ  と  が  決  定、  5  市  9  町  か  ら  な  る  広  域  連  合  が  設  立  さ  れ  日  立  造 

 船  (現・  カ  ナ  デ  ビ  ア)  と  施  設  建  設  工  事、  焼  却  処  理  施  設  長  期  包  括  委  託  契  約  を  締  結 

 し、  平  成  25  年  4  月  か  ら  供  用  が  開  始  さ  れ  た。 

 　  動  画  に  よ  る  施  設  の  説  明  の  後、  実  際  に  施  設  内  を  見  学、  質  疑  も  活  発  に  行  わ  れ  た。 

 ＜  感  　  想  ＞ 

 　  14  市  町  か  ら  な  る  広  域  連  合  の  令  和  5  年  9  月  末  の  人  口  は  11  万  252  人、  一  方、  1  市 

 5  町  の  斜  網  地  域  の  人  口  は  令  和  6  年  1  月  末  で  7  万  5,951  人、  中・  北  空  知  広  域  連  合 

 は  斜  網  地  域  の  約  1.5  倍  で  あ  る。 

 　  人  口  減  少  は  進  ん  で  い  る  が、  こ  の  10  年  で  は  ご  み  の  量  は  あ  ま  り  減っ  て  い  な  い、  そ 

 の  理  由  は、  生  ご  み  は  減っ  て  い  る  が、  生  活  ス  タ  イ  ル  の  変  化  で  「買っ  て  済  ま  せ  る」  が 

 多  く  なっ  て  お  り、  そ  の  パッ  ケー  ジ  な  ど  梱  包  が  過  剰  で  可  燃  ご  み  の  量  は  減  ら  な  い  の 

 で  は  な  い  か、  と  い  う  話  は  興  味  深  かっ  た。  確  か  に  通  販  で  何  か  買っ  て  も  二  重  三  重  に 

 梱  包  さ  れ  て  お  り、  可  燃  ご  み  の  排  出  量  は  多  く  なっ  て  い  る。  な  る  ほ  ど、  そ  の  通  り  だ  と 

 思っ  た。  と  い  う  こ  と  は、  焼  却  に  関  し  て  は、  必  ず  し  も  人  口  減  少  が  そ  の  ま  ま  ご  み  量  の 

 減  少  に  は  つ  な  が  ら  な  い、  と  い  う  こ  と  を  考  慮  す  る  必  要  が  あ  る  と  い  う  こ  と  に  な  る。 

 　  更  に、  エ  ネ  ク  リー  ン  の  処  理  対  象  は  ①  一  般  可  燃  ご  み  ②  可  燃  性  破  砕  残  渣  ③  資  源 

 ご  み  処  理  後  の  可  燃  物。  処  理  能  力  は  一  日  85  ト  ン  (42.5  ト  ン  ×  ２  炉)  と  い  う  こ  と  だ 

 が、  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  の  場  合  は、  こ  れ  に  メ  タ  ン  ガ  ス  発  酵  後  の  残  渣  も  焼  却  に  回  さ 

 れ  る  の  で、  こ  の  点  も  実  際  に  処  理  す  る  ご  み  の  量  も  確  認  し  た  う  え  で  処  理  能  力  に  は 

 考  慮  が  必  要  だ。 

 　  建  設  工  事  費  は  約  48  億  5  千  万  円  だっ  た  が、  環  境  省  の  循  環  型  社  会  形  成  推  進  交 

 付  金  が  14  億  円、  な  ぜ  か  東  日  本  大  震  災  の  震  災  復  興  特  別  交  付  税  約  19  億  円、  合  計 

 33  億  円  も  入っ  た  の  で、  起  債  は  13  億、  一  般  財  源  は  ２  億  ４  千  万  で  済  ん  だ  の  で、  大 

 変  助  かっ  た、  と  の  こ  と。  羨  ま  し  い  限  り  で  あ  る。 

 　  し  か  し、  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  も  施  設  整  備  費  の  ７  ～  ８  割  に  対  し  て  1/2  の  交  付  金  が 

 出  る  の  で  交  付  率  は  か  な  り  良  い  と  思  わ  れ  る。 

 　  起  債  償  還  分  は  建  設  分  と  運  転  費  用  の  二  本  立  て  で、  建  設  分  は  当  時  の  比  率  で  計 



 算  は  ずっ  と  動  か  な  い  が、  運  転  費  用  は  15  年  分  69  億  2  千  万  円  の  長  期  包  括  委  託  契 

 約  な  の  で、  ご  み  の  搬  入  量  の  3  年  分  を  14  市  町  で  割  り  返  し  て  計  算  す  る。 

 定  期  メ  ン  テ  ナ  ン  ス  費  用  も  15  年  契  約  の  69  億  2  千  万  円  の  中  に、  全  て  折  り  込  み  済 

 み、  と  の  こ  と。  ラ  ン  ニ  ン  グ  コ  ス  ト  や  メ  ン  テ  ナ  ン  ス  費  用  も  加  味  し  た  う  え  で、  今  後  示  さ 

 れ  る  各  メー  カー  か  ら  の  見  積  額  を  精  査  し  て  判  断  す  る  こ  と  が  大  切  だ  と  思  う。 

 　  広  域  連  合  を  設  立  す  る  際  の  住  民  の  反  応  は、  焼  却  炉  を  誘  致  す  る  に  あ  た  り、  排  気 

 ガ  ス  に  よ  る  環  境  へ  の  影  響  が  懸  念  さ  れ  た。  そ  れ  ま  で  の  民  間  企  業  の  エ  コ  バ  レー  歌 

 志  内  の  設  定  数  値  が  高  かっ  た  こ  と  か  ら、  自  主  管  理  基  準  値  の  設  置  数  値  の  了  承  を  得 

 る  の  に  時  間  が  か  かっ  た。  し  か  し、  法  定  基  準  よ  り  も  低  く  し  て  安  全  を  担  保  し  た  こ  と  で 

 了  解  を  得  ら  れ  た  そ  う  だ。  斜  網  地  区  の  自  主  管  理  基  準  値  は  ど  の  程  度  に  設  定  す  る  の 

 か、  あ  る  い  は  設  定  し  て  あ  る  の  か、  確  認  し  た  い。 

 　  最  終  処  分  場  は  歌  志  内  市  の  も  の  を  専  用  で  使  わ  せ  て  も  らっ  て  お  り、  15  年  間  で  排 

 出  さ  れ  る  量  は  受  け  入  れ  可  能  だ  が、  次  の  令  和  10  年  か  ら  の  分  は  持  ち  こ  た  え  ら  れ  な 

 い  か  も  し  れ  な  い。  山  の  中  な  の  で  ホ  ロ  も  な  い  ト  ラッ  ク  で  大  丈  夫  だ  が、  市  街  地  を  通 

 る  と  コ  ス  ト  アッ  プ  に  な  る。  ま  た、  14  市  町  の  3  つ  の  組  合  か  ら  搬  入  す  る  可  燃  ご  み  は、 

 各  組  合  で  圧  縮  し  て  1  回  の  搬  入  で  で  き  る  だ  け  多  く  の  量  を  搬  入  出  来  る  よ  う  に  し  て、 

 ガ  ソ  リ  ン  代、  人  件  費  の  節  約  を  し  て  お  り、  大  切  な  取  り  組  み  だ  と  思っ  た。 

 撤  退  し  た  エ  コ  バ  レー  歌  志  内  は、  ガ  ス  化  溶  融  炉  方  式  の  実  験  施  設  で  も  あっ  た  が、 

 安  定  稼  働  す  る  こ  と  が  で  き  な  かっ  た  こ  と  が  撤  退  の  大  き  な  理  由  だっ  た  こ  と  か  ら、  エ 

 ネ  ク  リー  ン  は  安  全・  安  定・  継  続  的  な  処  分  を  第  一  目  標  と  し  た  結  果、  当  時  もっ  と  も  実 

 績  が  多  かっ  た  「ス  トー  カ  式」  を  選  ん  だ、  と  い  う  こ  と  だっ  た。  や  は  り、  ス  トー  カ  式  焼 

 却  炉  が  妥  当  な  の  で  は  な  い  か。 

 ま  た、  発  電  量  の  40  ％  で  場  内  の  電  力  を  賄  い、  残  り  の  60  ％  は  売  電  し  て  い  る  と  い 

 う。  ブ  ラッ  ク  ア  ウ  ト  の  時  も  こ  こ  だ  け  は  発  電  し  て  い  た、  と  の  こ  と。  斜  網  地  区  が  検  討  し 

 て  い  る  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  で  は、  ご  み  の  量  が  少  な  い  た  め  焼  却  で  は  発  電  し  な  い、  と 

 も  聞  い  て  い  る  の  で、  本  当  に  発  電  で  き  な  い  の  か、  確  認  す  る  必  要  が  あ  る。 

 今  後  の  課  題  に  つ  い  て  は、  長  期  包  括  契  約  が  終  了  す  る  令  和  10  年  度  以  降  に  つ  い 

 て、  基  本  は  現  施  設  を  延  命  化  し  て  運  転  継  続  を  見  込  ん  で  い  る  が、  人  件  費  や  物  価  の 

 高  騰  に  よ  り  延  命  化  に  必  要  な  工  事  費  や  運  営  委  託  費  の  上  昇  な  ど  が  課  題  で  あ  り、  整 

 備  手  法  に  つ  い  て  は  十  分  な  検  討  が  必  要、  と  の  こ  と。 

 ま  さ  に、  こ  れ  か  ら  建  設  を  予  定  し  て  い  る  斜  網  地  区  も  同  じ  こ  と  が  言  え  る  訳  で、  工 

 事  着  工  が  遅  れ  る  ほ  ど  費  用  は  か  さ  ん  で  く  る  と  思  わ  れ  る。  特  に  最  近  の  物  価  高  騰  は 

 予  測  が  つ  か  な  い  上  が  り  方  だ。  一  つ  一  つ  の  課  題  に  決  着  を  つ  け  な  が  ら、  着  実  に  事 

 業  を  進  め  て  い  く  こ  と  が  大  切  だ  と  思  う。 

 今  回  の  視  察  で  多  く  の  こ  と  を  学  ぶ  こ  と  が  で  き  た。  しっ  か  り  と  今  後  の  検  討  に  活  か 

 し  て  い  き  た  い。 



 令  和  ６  年  度  文  教  民  生  委  員  会  視  察  報  告  書 

 網  走  市  議  会  文  教  民  生  委  員  会 

 副  委  員  長  　  村  　  椿  　  敏  　  章 

 　  視  察  先  は、  10  月  23  日  滝  川  市  に  あ  る、  24  日  歌  志  内  市  に  あ  る  中・  北  空  知  廃  棄  物 

 処  理  広  域  連  合  エ  ネ  ク  リー  ン  で  す。 

 　  今  回、  斜  網  地  区  広  域  ご  み  中  間  処  理  施  設  の  検  討  に  あ  た  り、  視  察  し  ま  し  た。  網  走 

 市  を  含  む  1  市  ５  町  の  市  長  町  長  会  議  で  は  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  方  式  を  採  用  す  る  と  の 

 決  定  し  た  と  なっ  て  い  ま  す  が、  議  会  で  は  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  方  式  が  必  要  な  の  か  ど  う 

 か  が  はっ  き  り  し  て  い  な  い  た  め、  実  際  に  視  察  を  し、  判  断  し  な  く  て  は  い  け  な  い  状  況 

 で  す。 

 1  中  空  知  衛  生  施  設  組  合  リ  サ  イ  ク  リー  ン  に  つ  い  て 

 　  滝  川  市  を  中  心  と  す  る  中  空  知  地  域  は、  １  ９  ９  ８  年  （平  成  10  年）  ３  月  に  広  域  検 

 討  協  議  会  を  設  立、  ２  ０  ０  ０  年  10  月  に  ご  み  処  理  体  系  を  確  立  し、  ２  ０  ０  ３  年  ４  月 

 か  ら  供  用  開  始、  生  ご  み  （処  理）  は  同  年  ８  月  か  ら  開  始  さ  れ  ま  し  た。 

 　  視  察  団  は、  事  業  内  容、  当  初  想  定  と  結  果、  イ  ニ  シャ  ル  コ  ス  ト、  ラ  ン  ニ  ン  グ  コ  ス 

 ト、  今  後  の  課  題、  な  ど  に  つ  い  て  伺  い  ま  し  た。 

 　  計  画  時  点  で  は、  （広  域  の）  可  燃  ご  み  の  処  理  は、  民  間  の  焼  却  施  設  （歌  市  内 

 市）  に  委  託  し  て  お  り、  こ  の  施  設  の  利  用  に  は、  ①  中  間  施  設  （滝  川  市）  か  ら  の  搬 

 入  す  る  こ  と、  ②  生  ご  み  は  搬  入  し  な  い  こ  と、  と  い  う  条  件  が  あっ  た  た  め、  生  ご  み 

 の  処  理  を  ど  う  す  る  か  が  課  題  で  し  た。  当  時、  ①  堆  肥  化  す  る  か、  ②  バ  イ  オ  ガ  ス 

 化  す  る  か、  の  検  討  が  行  わ  れ  ま  し  た。  堆  肥  化  に  つ  い  て  は、  堆  肥  と  し  て  で  き  る 

 量  は  利  用  者  が  少  な  い  こ  と  が  分  かっ  た  た  め、  断  念  と  な  り  ま  し  た。  バ  イ  オ  ガ  ス  化 

 は  将  来  性、  発  展  性  が  あ  る  こ  と  や、  電  気  エ  ネ  ル  ギー  と  熱  エ  ネ  ル  ギー  の  回  収 

 で、  売  電  と  場  内  利  用  が  可  能  に  な  る  こ  と  か  ら、  バ  イ  オ  ガ  ス  化  （メ  タ  ン  ガ  ス  発 

 酵）  に  決  ま  り  ま  し  た。 

 　  工  事  費  全  体  で  33  億  円。  財  源  内  訳  は  国  費  ７  億  円、  地  方  債  24  億  円、  一  般  財 

 源  ２  億  円。  建  設  費  の  内  訳  と  維  持  管  理  費  は  下  の  表  の  と  お  り。 

 イ  ニ  シャ  ル  コ  ス  ト 

 建  設  費  （百  万）  　 
 　  　  　 

 施  設  総  工  費  国  費  起  債 
 一  般  財 

 源 

 メ  タ  ン  棟  （  ①  ）  1722  297  1296  129 

 リ  サ  イ  ク  ル  プ  ラ  ザ  1136  279  771  86 

 中  継  施  設  440  109  310  21 

 合  計  3298  685  2377  236 



 1  メ  タ  ン  棟  内  訳  　 

 建  築  設  備  593 

 機  械  設  備  994 

 外  構  120 

 施  工  管  理  15 

 合  計  1722 

 ラ  ン  ニ  ン  グ  コ  ス  ト 

 維  持  管  理  費  （百  万  円） 

 　 
 R3  決 

 算 

 R5  見 

 込 

 メ  タ  ン  棟  224  265 

 リ  サ  イ  ク  ル  112  72 

 中  継  施  設  105  147 

 合  計  441  484 

 施  設  職  員  か  ら  「人  口  減  少  に  よ  り  生  ご  み  は  減  少  し、  計  画  の  25  ％  し  か  搬  入  さ 

 れ  て  い  な  い。  １  日  54  ト  ン  処  理  で  き  る  メ  タ  ン  発  酵  槽  は  ３  槽  あ  る。  し  か  し、  搬  入  さ 

 れ  る  量  は  18  ト  ン  以  下  で、  現  在  2  槽  を  使っ  て  い  る  と  の  こ  と  で  し  た。 

 今  後  の  課  題  と  し  て  は、  老  朽  化  に  よ  り  修  繕  費  が  大  き  く  なっ  て  い  る  が  自  治  体  か 

 ら  の  負  担  金  も  大  幅  に  期  待  で  き  な  い  こ  と  が  あ  り、  施  設  の  統  廃  合  な  ど  効  率  的  な 

 運  営  が  求  め  ら  れ  る  と  の  こ  と  で  し  た。  生  ご  み  に  限っ  て  下  水  道  で  の  処  理  も  視  野  に 

 入  れ  た  新  た  な  廃  棄  物  処  理  の  あ  り  方  を  検  討  し  て  い  る。  持  続  可  能  な  廃  棄  物  処  理 

 の  考  え  方  を  整  理  す  る  必  要  が  あ  る  と  し  て  い  ま  す。 



 メ  タ  ン  発  酵  漕  の  図  で  す。 

 エ  コ  ク  リー  ン  の  視  察  を  通  じ  て、  網  走  市  が  現  在  検  討  し  て  い  る  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン 

 ド  方  式  に  よ  る  ご  み  の  中  間  処  理  施  設  の、  少  な  く  と  も  メ  タ  ン  発  酵  施  設  が  人  口  減  少 

 に  よ  り  将  来  使  わ  れ  な  く  な  る  可  能  性  が  あ  る  と  い  う  こ  と  が  わ  か  り  ま  し  た。 

 施  設  建  設  予  定  地  の  大  空  町  東  藻  琴  で  は、  「何  故、  中  間  処  理  施  設  を  東  藻  琴  に 

 造  る  の  か」  と  反  対  の  声  も  あ  がっ  て  い  ま  す。  建  設  地  の  決  定  根  拠、  生  ご  み  処  理  方 

 法  の  決  定  根  拠  な  ど  に  つ  い  て  整  理  し  て  市  民  に  示  す  必  要  が  あ  り、  引  き  続  き  文  教 

 民  生  委  員  会  で  議  論  し  て  い  き  ま  す。 



 配  管  に  カ  ル  シ  ウ  ム  な  ど  が  つ  ま  る  と  の  こ  と  で、  維  持  管  理  も  大  変  そ  う  で  し  た。 



 堆  肥  化  し  て  い  ま  す。  好  気  発  酵  で  網  走  市  と  同  様  の  堆  肥  化  を  し  て  い  ま  し  た。 



 2  中・  北  空  知  廃  棄  物  処  理  広  域  連  合  エ  ネ  ク  リー  ン 

 経  過 

 ２  ０  ０  ３  年  （平  成  15  年）  ４  月  に  中  空  知  衛  生  組  合、  砂  川  地  区  保  健  衛  生  組  合・  北  空 

 知  衛  生  セ  ン  ター  組  合  が  民  間  で  運  営  さ  れ  て  い  た  「エ  コ  バ  レー  歌  志  内」  に  可  燃  ご  み 

 を  搬  入  し、  焼  却  処  分  が  開  始  し  ま  し  た。 

 ２  ０  ０  ９  年  （平  成  21  年）  ２  月  事  業  撤  退  の  意  向  表  明。  歌  志  内  市  が  新  た  な  処  理  施 

 設  を  作  る  意  向  を  示  す。  同  年  11  月  に  広  域  連  合  に  よ  る  施  設  の  設  置、  管  理  運  営  す  る 

 こ  と  に  な  り  ま  し  た。  ２  ０  １  ０  年  ２  月  に  認  可。  同  年  12  月  に  建  設  工  事  契  約。  日  立  造  船  と 

 契  約  し  ま  す。 

 ２  ０  １  ２  年  ９  月  に  日  立  造  船  の  特  別  目  的  会  社  と  長  期  包  括  委  託  事  業  を  契  約。 

 ２  ０  １  ３  年  ４  月  か  ら  運  用  開  始  し  ま  し  た。 

 建  設  事  業  費  は  48  億  4700  万  円  で  し  た。 

 ラ  ン  ニ  ン  グ  コ  ス  ト  （維  持  管  理  費）  は  長  期  包  括  委  託  で  行  わ  れ  て  い  て  15  年  間  で 

 69  億  2000  万  円  と  なっ  て  い  て、  1  年  あ  た  り  4  億  6100  万  円  と  なっ  て  い  ま  す。 

 網  走  市  の  年  間  の  ご  み  処  分  場  の  維  持  管  理  費  は  埋  め  立  て  処  理  費  で  ３  年  平  均  で  1 

 億  9000  万  円  で  す  か  ら、  広  域  化  し  た  場  合  ど  う  な  る  か  比  較  が  必  要  だ  と  感  じ  ま  し 

 た。 

 視  察  を  通  じ  て  の  感  想 

 　  エ  ネ  ク  リー  ン  の  視  察  を  通  じ  て、  感  じ  た  こ  と  は、  焼  却  炉  を  は  じ  め  て  見  ま  し  た  が、 

 搬  入  さ  れ  る  ご  み  の  中  に  不  燃  物  が  あ  る  と  故  障  の  原  因  に  なっ  て  し  ま  う  こ  と  か  ら、  分 

 別  の  徹  底  が  必  要  だ  と  感  じ  ま  し  た。  こ  れ  か  ら  新  し  い  処  理  方  式  に  な  る  に  あ  たっ  て、 

 網  走  市  が  お  こ  なっ  て  い  る  埋  立  ご  み  か  ら  可  燃  ご  み  と  不  燃  ご  み  の  分  け  方  を  市  民  に 

 十  分  説  明  す  る  こ  と  が  大  事  だ  と  思  い  ま  し  た。 

 　  出  し  方  な  ど  が  網  走  市  が  現  在  検  討  し  て  い  る  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  方  式  に  よ  る  ご  み 

 の  中  間  処  理  施  設  の  建  設  費、  維  持  管  理  費  に  つ  い  て  な  ど、  精  度  を  高  め  る  こ  と。  単  独 

 の  焼  却  方  式  と  も  比  較  検  討  し、  ど  の  方  式  が  い  い  の  か  を  判  断  し  な  く  て  は  な  り  ま  せ 

 ん。  ま  た、  大  空  町  に  造  る  か  ど  う  か  に  つ  い  て  も  含  め  て、  引  き  続  き  文  教  民  生  委  員  会 

 で  議  論  し  て  い  く  と  と  も  に、  市  民  に  も  情  報  を  示  し  て  い  き  た  い  と  考  え  て  い  ま  す。 



 令  和  ６  年  度  文  教  民  生  委  員  会  視  察  報  告  書 

 網  走  市  議  会  文  教  民  生  委  員  会 

 委  員  　  金  　  兵  　  智  　  則 

 ２  ０  ２  ４  年  １  ０  月  ２  ３  日  （水）  ～  ２  ４  日  （木） 

 　  今  回  の  視  察  研  修  は、  網  走  市  及  び  近  隣  自  治  体  の  将  来  に  重  要  な  視  察  で  あ  り  ま  し 

 た  の  で、  今  後、  決  定  し  て  い  か  な  け  れ  ば  な  ら  な  い  案  件  に  対  し、  判  断  と  な  る  物  が  少 

 し  で  も  何  か  持  ち  帰  れ  る  よ  う  に  と  取  り  組  ま  せ  て  い  た  だ  き  ま  し  た。 

 現  地  で  対  応  し  て  い  た  だ  い  た  皆  様  や、  委  員  長・  副  委  員  長、  委  員  の  皆  さ  ま、  事  務 

 局  員、  担  当  部  課  長  の  お  か  げ  も  あ  り、  有  意  義  な  時  間  を  過  ご  せ  た  と  思っ  て  お  り  ま 

 す。  併  せ  て  リ  サ  イ  ク  リー  ン  で  ご  一  緒  し  て  い  た  だ  い  た  大  空  町  議  会  の  皆  様  に  も  感  謝 

 申  し  上  げ  ま  す。 

 　  下  記  に  私  な  り  に  感  じ  た  こ  と  を  ま  と  め  さ  せ  て  い  た  だ  き  ま  し  た。 

 滝  川  市  　  中  空  知  衛  生  施  設  組  合  　  リ  サ  イ  ク  リー  ン 

 『中  間  処  理  施  設  メ  タ  ン  発  酵  に  つ  い  て』 

 歌  志  内  市  　  中・  北  空  知  廃  棄  物  処  理  広  域  連  合  　  エ  ネ  ク  リー  ン 

 『可  燃  ご  み  焼  却  施  設  に  つ  い  て』 

 　  網  走  市  及  び  周  辺  自  治  体  と  進  め  て  い  る  中  間  処  理  施  設  の  導  入  に  関  し  て、  1  市  5  町 

 の  首  長  会  議  で  方  向  性  が  決  定  し、  網  走  市  で  も  説  明  が  行  わ  れ  て  い  る  焼  却  施  設  と  メ 

 タ  ン  ガ  ス  発  酵  施  設  と  を  併  設  す  る  い  わ  ゆ  る  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  で  進  め  て  い  い  の  か 

 と  い  う  観  点  で  視  察  を  さ  せ  て  い  た  だ  き  ま  し  た。  両  施  設  に  お  い  て、  施  設  設  置  に  関  わ 

 る  経  緯、  財  源  措  置、  関  係  市  長  民  へ  の  対  応、  費  用  対  効  果  や  ラ  ン  ニ  ン  グ  コ  ス  ト  な  ど 

 経  費  に  関  わ  る  点  な  ど、  現  在  考  え  ら  れ  る  疑  問  点  に  つ  い  て  は  詳  細  に  説  明  を  受  け  ま 

 し  た  （詳  細  は  資  料  参  照）。  リ  サ  イ  ク  リー  ン  の  メ  タ  ン  発  酵  に  つ  い  て  は、  問  題  な  く  安  定 

 し  て  稼  働  し  て  お  り、  冬  季  間  で  も  さ  ほ  ど  問  題  に  な  る  よ  う  な  影  響  も  な  い  と  の  こ  で、  そ 

 の  成  否  の  カ  ギ  を  握  る  の  は  受  け  入  れ  時  に  き  ち  ん  と  異  物  が  除  去  で  き  て  い  る  こ  と、  す 

 な  わ  ち  分  別  が  出  来  て  い  る  か  ど  う  か  が  重  要  と  の  話  も  あ  り  ま  し  た。  こ  れ  に  つ  い  て 

 は、  網  走  市  で  は  分  別  が  楽  に  な  る  生  ご  み  と  焼  却  ご  み  を  ま  と  め  て  回  収  す  る  と  い  う  話 

 し  も  伺っ  て  お  り  ま  す  の  で、  懸  念  材  料  の  一  つ  と  感  じ  る  と  こ  ろ  も  あ  り  ま  し  た。  ま  た、  財 

 政  状  況  が  厳  し  い  中、  施  設  の  老  朽  化  も  進  ん  で  い  る  こ  と  か  ら  修  繕  の  予  算  が  必  要  で 

 あ  る  こ  と。  加  え  て  人  口  減  少  が  進  み  人  手  が  足  ら  な  く  なっ  て  き  て  い  る  こ  と  か  ら  も  運 

 営  が  厳  し  く  なっ  て  い  る  そ  う  で  す。  加  え  て  ご  み  の  排  出  量  が  減っ  て  き  て  お  り、  3  系  列 

 す  べ  て  を  稼  働  さ  れ  る  こ  と  も  な  く  な  り、  今  後  も  排  出  量  の  減  少  は  続  い  て  い  く  た  め、 

 今  後  メ  タ  ン  発  酵  を  継  続  し  て  い  く  か  ど  う  か  の  岐  路  に  立っ  て  い  る  と  感  じ  た  と  こ  ろ  で 

 あ  り  ま  す。  焼  却  施  設  の  関  し  て  は、  2  炉  を  24  時  間  体  制  で  管  理  し  て  い  る  と  い  う  状  況 

 で、  順  調  に  稼  働  し  て  い  る  よ  う  で  し  た  が、  や  は  り  人  口  減  少  で  ご  み  量  が  減  少  す  る  こ 



 と、  人  件  費  や  物  価  の  高  騰  に  よ  る  経  費  の  増  加  が  課  題  と  なっ  て  く  る  と  の  こ  と  で  し  た。 

 　  今  回  の  視  察  で  見  せ  て  い  た  だ  い  た  こ  と、  話  し  を  聞  か  せ  て  も  らっ  た  こ  と  を  参  考  に、 

 12  月  に  は  一  定  の  判  断  を  行  わ  な  け  れ  ば  な  り  ま  せ  ん。  最  終  処  分  場  の  課  題  な  ど  待っ 

 た  な  し  の  状  況  の  中、  議  論  で  き  る  時  間  も  限  ら  れ  て  お  り  ま  す  の  で、  議  論  の  で  き  る  場 

 を  早  急  に、  そ  し  て  こ  ま  め  に  つ  くっ  て  い  く  必  要  が  あ  る  と  感  じ  た  視  察  で  し  た。 



 令  和  ６  年  度  文  教  民  生  委  員  会  視  察  報  告  書 

 網  走  市  議  会  文  教  民  生  委  員  会 

 委  員  　  栗  　  田  　  政  　  男 

 　  空  知  地  区  の  ご  み  処  理  に  て  い  て、  2  日  間  に  わ  た  り  視  察  し  た  こ  と  に  よ  り、  メ  タ  ン  発 

 酵  処  理  と  焼  却  施  設  の  メ  カ  ニ  ズ  ム  に  つ  い  て、  大  ま  か  に  学  ぶ  こ  と  が  で  き  た。  メ  タ  ン 

 発  酵  に  つ  い  て  は、  あ  る  程  度  の  生  ご  み  が  必  要  で  あ  り、  シ  ス  テ  ム  の  違  い  は  あ  る  も  の 

 の、  当  市  の  計  画  の  も  の  が、  十  分  な  ガ  ス  量  が  見  込  め  る  も  の  か  を  確  認  す  る  必  要  が 

 あ  る。  化  石  燃  料  の  追  加  も  あ  る  と  の  実  態  に、  慎  重  な  検  討  が  必  要  だ  と  考  え  る。 

 　  ま  た、  焼  却  炉  は、  廃  棄  物  処  理  に  専  門  的  な  技  術  と  ラ  ン  ニ  ン  グ  コ  ス  ト  が  膨  大  な  も 

 の  に  な  る  こ  と  か  ら、  将  来  の  世  代  の  負  担  に  な  る  こ  と  を  考  え  る  と、  急  速  な  人  口  減  少 

 が  予  想  さ  れ  る  当  市  で  は、  規  模、  方  法  な  ど  を  各  自  治  体  と  も  丁  寧  な  議  論  が  必  要。  ま 

 だ  ま  だ  不  十  分  だ  と  考  え  る。 

 　  国  の  推  奨  す  る  シ  ス  テ  ム  を  補  助  金  だ  け  で  判  断  す  る  の  で  は  な  く、  本  当  に  必  要  な  も 

 の  は、  何  か  を  検  討  す  る  こ  と  が  大  切  で  あ  る。  国  が  何  故  新  シ  ス  テ  ム  を  推  進  し  た  い  の 

 か  知  り  た  い  も  の  で  あ  る。 



 令  和  ６  年  度  文  教  民  生  委  員  会  視  察  報  告  書 

 網  走  市  議  会  文  教  民  生  委  員  会 

 委  員  　  里  　  見  　  哲  　  也 

 訪  問  先  に  お  い  て  視  察  し  た  所  感  を  報  告  し  ま  す。  受  け  入  れ  て  い  た  だ  い  た  皆  様  に 

 感  謝  申  し  上  げ  ま  す。 

 所  　  感 

 １  ．  中  空  知  衛  生  施  設  組  合  「リ  サ  イ  ク  リー  ン」  （中  間  処  理  メ  タ  ン  発  酵） 

 生  ご  み  の  処  理  の  た  め、  湿  式  メ  タ  ン  発  酵  に  よ  る  発  電  に  ２  ０  年  以  上  前  か  ら  取  り  組 

 ん  で  い  る  施  設  を  視  察  す  る  こ  と  が  出  来  た  こ  と  は、  大  変  意  義  が  あっ  た。 

 ・  本  件  ３  市  ２  町  に  よ  る  広  域  の  「一  部  事  務  組  合」  に  よ  る  運  営  は、  人  口  減  少  化  の  対  応 

 と  し  て  も  有  効  で  あ  る  と  確  認  し  た。  受  入  量  の  想  定  な  ど、  減  少  を  前  提  に、  規  模  面 

 で  将  来  に  無  駄  な  規  模  と  な  ら  な  い  よ  う、  計  画  が  必  要  。 

 ・  生  ご  み  の、  冬  期  間  の  凍  結  に  心  配  が  あっ  た  が、  施  設  内  で  の  滞  留  含  め、  ク  リ  ア  で 

 き  る  こ  と  が  想  像  さ  れ  る。 

 ・  環  境  へ  の  影  響  対  応  の  た  め、  水  質  検  査  等  の  実  施  を  定  期  的  に  実  施  す  る  こ  と  で、  安 

 心  し  た  運  営  を  続  け  て  い  る。 

 ・  バ  イ  オ  ガ  ス  化  は  環  境  に  や  さ  し  く、  発  電  に  よ  る  ラ  ン  ニ  ン  グ  コ  ス  ト  の  軽  減  含  め、  こ  れ 

 か  ら  の  「ご  み  処  理」  の  方  向  性  の  一  つ  の  帰  結  と  考  え  る。  ま  た、  稼  働  ２  ０  年  以  上  の 

 実  績  は  安  心  感  を  感  じ  た。 

 ・  メ  タ  ン  発  酵  方  式  と  し  て、  湿  式・  乾  式  の  選  択  は、  最  新  技  術  の  情  報  も  勘  案  し  て  決  定 

 す  る  べ  き。 

 ・  搬  入  ご  み  に  金  属  等  の  混  入  を  避  け  る  た  め  の  課  題  は、  よ  く  研  究・  周  知  方  法  含  め  徹 

 底  す  る  必  要  が  あ  る。 

 ２  ．  中・  北  空  知  廃  棄  物  処  理  広  域  連  合  「エ  ネ  ク  リー  ン」  （可  燃  ご  み  焼  却  施  設） 

 供  用  開  始  が  平  成  ２  ５  年  （  2013  年）  と、  １  ０  年  超  経  過  し  て  い  た  が、  と  て  も  近  代  化 

 さ  れ  た  「き  れ  い  な」  施  設  と  印  象  を  持っ  た。 

 ・  本  件  ５  市  ９  町  に  よ  る  広  域  の  処  理  施  設  で  あ  り、  合  計  人  口  が  現  在  １  １  万  人  と  い  う  こ 

 と  で、  網  走  含  む  １  市  ５  町  の  人  口  ８  万  人  に  比  較  的  近  い  規  模  で  大  い  に  参  考  に  なっ 

 た。 

 ・  搬  入  す  る  ご  み  の  種  類  で、  プ  ラ  類  な  ど  燃  焼  を  補  助  す  る  も  の  も、  現  在  は  含  ま  れ  て 

 い  る  と  い  う  こ  と  で、  こ  れ  か  ら  設  計  す  る  私  達  に  は  直  接  当  て  は  ま  ら  な  い  部  分  も  あ 

 る  が、  今  後  も  環  境  対  応  の  基  準  な  ど、  変  更  は  あ  り  う  る  と  考  え  る  の  で、  柔  軟  に  対 



 応  す  る  「想  定」  は  必  要  で  あ  る  と  感  じ  た。 

 ・  「迷  惑  施  設」  と  の  認  識  に  よ  り、  建  設  地  の  決  定  で  難  航  し  た  と  報  告  が  あっ  た。  こ  の 

 点  は、  排  ガ  ス  処  理  に  自  主  管  理  基  準  値  を  設  定  し  て  住  民  の  理  解  を  い  た  だ  い  た、 

 と  報  告  が  あ  り、  大  い  に  参  考  に  す  べ  き  と  考  え  る。  日  本  の  過  去  に  大  き  な  「公  害  問 

 題」  が  あっ  た  こ  と  は  誰  も  が  記  憶  に  残っ  て  お  り、  潜  在  的  な  不  安  は  あ  る  と  思  わ  れ 

 る  の  で、  廃  水  と  排  気  や  臭  気  の  環  境  基  準  対  応  は  必  須  で、  最  低  限  に  し  て  最  大  限 

 の  ク  リ  ア  す  べ  き  課  題  と  再  認  識。 

 両  施  設  を  視  察  し  て、  施  設  名  に  「ク  リー  ン」  と  あ  る  よ  う  に、  環  境  に  ク  リー  ン  で、  ゼ 

 ロ  カー  ボ  ン  も  意  識  し  た  取  組  が  今  後  さ  ら  に  求  め  ら  れ  て  い  く  と  考  え  る  の  で、  今  回  の 

 視  察  を  十  分  に  参  考  に  し  て  行  き  た  い。 



 令  和  ６  年  度  文  教  民  生  委  員  会  行  政  視  察  報  告  書 

 網  走  市  議  会  文  教  民  生  委  員  会 

 委  員  　  古  　  田  　  純  　  也 

 【中  空  知  衛  生  施  設  組  合  リ  サ  イ  ク  リー  ン・  メ  タ  ン  発  酵  施  設】 

 工  事  費  は  約  ３  ３  億  円  で、  令  和  ６  年  ４  月  現  在  で  ２  １  年  経  過  し  て  い  る  施  設。 

 滝  川  市、  赤  平  市、  芦  別  市、  新  十  津  川  町、  雨  竜  町  の  ３  市  ２  町  の  広  域  で  組  合  で  運  営 

 湿  式  中  温  メ  タ  ン  発  酵  を  採  用 

 　  乾  式  の  メ  タ  ン  発  酵  と  比  較  し、  槽  内  の  流  動  性  に  優  れ  る  た  め  技  術  的  ハー  ド  ル  が  低 

 く、  多  少  温  度  が  変  化  し  て  も、  ガ  ス  発  生  量  が  安  定  し  て  い  る  メ  リッ  ト  が  あ  り  ま  す。  凍 

 結  し  た  生  ご  み  は  可  能  な  限  り  取  り  除  き、  比  較  的  暖  か  い  場  所  に  一  時  退  避  し、  翌  日 

 投  入  す  る  な  ど  の  対  策  を  講  じ  て  い  る 

 　  発  電  量  （令  和  ５  年  度  実  績  値）  １  ，  ０  １  ９  ，  ８  ７  ９  ｋ  ｗ 

 　  う  ち  場  内  使  用  量  ９  ５  ４  ，  １  ４  ３  ｋ  ｗ  （場  内  使  用  量  の  約  ４  ５  ％） 

 　  う  ち  売  電  量  　  　  　  ６  ５  ，  ７  ３  ９  ｋ  ｗ 

 　  売  電  金  額  　  　  　  ７  ４  ９  ，  ２  １  ６  円 

 【課  題  点】 

 　  各  自  治  体  の  財  政  状  況  が  厳  し  い  な  か、  施  設  の  老  朽  化  も  著  し  く  修  繕  に  伴  う  大  き  な 

 予  算  を  必  要  と  さ  れ  て  い  る。  負  担  金  も  大  幅  に  増  額  で  き  な  い 

 　  適  正  な  施  設  規  模  の  検  討  や  持  続  可  能  な  廃  棄  物  処  理  の  考  え  方  が  必  要 

 【中・  北  空  知  廃  棄  物  処  理  広  域  連  合  エ  ネ  ク  リー  ン】 

 　  １  ４  の  市  と  町  の  広  域  な  エ  リ  ア  か  ら  収  集  さ  れ  た  可  燃  ご  み  を  安  全  で  ク  リー  ン  に  処  理 

 す  る  ご  み  施  設 

 　  赤  平  市、  滝  川  市、  砂  川  市、  歌  志  内  市、  深  川  市  奈  井  江  町、  上  砂  川  町、  浦  臼  町、 

 新  十  津  川  町、  妹  背  牛  町、  秩  父  別  町  雨  竜  町、  北  竜  町、  沼  田  町  　  合  計  １  １  ０  ，  ２  ５  ２  人 

 建  設  の  経  緯 

 　  民  間  施  設  の  突  然  の  撤  退  を  受  け、  今  後  の  圏  域  で  の  可  燃  ご  み  の  安  定  的  継  続  的  な 

 処  理  を  確  保  す  る  た  め、  公  設  公  営  を  選  択 

 ス  トー  カ  式  焼  却  炉  の  採  用  に  つ  い  て 

 　  建  設  当  時  に  一  番  実  績  が  多  かっ  た  方  式  で  あ  り、  安  全・  安  定・  継  続  的  に  処  分  す  る 

 こ  と  を  目  的  に  考  え  採  用  に  至  る 

 ご  み  の  流  れ 

 　  焼  却  炉  で  完  全  燃  焼  し、  発  生  す  る  灰  は  ト  ラッ  ク  で  最  終  処  分  場  に  搬  送 

 排  ガ  ス  の  流  れ 

 　  ろ  過  式  集  じ  ん  器  で  ダ  イ  オ  キ  シ  ン  類  な  ど  の  有  害  成  分  の  除  去  を  行  い  清  浄  ガ  ス  と  し 



 て  煙  突  か  ら  排  出 

 蒸  気  の  流  れ 

 　  高  温  排  ガ  ス  か  ら  回  収  し  た  熱  で  蒸  気  を  発  生  さ  せ  る。  発  生  し  た  蒸  気  は  蒸  気  ター  ビ 

 ン  で  発  電  に  利  用  （施  設  内  機  器  で  使  用）  余  剰  電  力  は  売  却  　  最  大  １  ，  １  ８  ０  ｋ  ｗ 

 【課  題  点】 

 　  人  口  減  少  に  伴っ  て  ご  み  の  量  が  減  少  す  る  と  見  込  ま  れ  る  一  方  で、  昨  今  の  人  件  費 

 や  物  価  の  高  騰  に  よ  る  延  命  化  に  必  要  な  改  良  工  事  費  と  運  営  委  託  費  の  上  昇  が  見  込 

 ま  れ、  整  備  手  法  に  つ  い  て  十  分  検  討  し  て  い  く  必  要  が  あ  る 

 【２  か  所  の  施  設  を  視  察  し  て  の  所  感】 

 　  人  口  減  少  や  ご  み  の  排  出  量  を  十  分  に  検  討  し  た、  適  正  な  施  設  の  規  模  の  検  討  が  必 

 要  で  あ  る  と  感  じ  ま  し  た。 



 令  和  ６  年  度  文  教  民  生  委  員  会  視  察  報  告  書 

 網  走  市  議  会  文  教  民  生  委  員  会 

 委  員  　  古  　  都  　  宣  　  裕 

 中  空  知  衛  生  施  設  組  合  リ  サ  イ  ク  リー  ン  　  メ  タ  ン  発  酵  施  設 

 平  成  １  ５  年  ４  月  稼  働 

 ２  ０  年  稼  働  し  て  い  る  　  止  まっ  た  こ  と  は  無  い 

 家  庭  か  ら  の  生  ご  み  　  最  大  処  理  量  ５  ５  ト  ン  　  １  日 

 バ  イ  オ  ガ  ス  や  リ  サ  イ  ク  ル  の  施  設 

 生  ご  み  　  資  源  ご  み  　  粗  大  ご  み  　  不  燃  ご  み  　  可  燃  ご  み 

 高  速  メ  タ  ン  発  酵  処  理  施  設 

 重  さ  を  は  か  り  　  生  ご  み  を  投  入  （袋  ご  と） 

 生  ご  み  を  破  砕  す  る  　  　 

 鉄  ア  レ  イ、  フ  ラ  イ  パ  ン  な  ど  硬  い  も  の  は  壊  れ  て  し  ま  う  　  修  理  費  は  高  額 

 小  石  や  金  属  は  比  重  が  重  く  取  り  除  か  れ  る 

 軽  量  物  　  取  り  除  か  れ  る  　  袋  な  ど 

 可  燃  施  設  へ  の  処  理  へ 

 生  ご  み  を  メ  タ  ン  発  酵  槽  へ  　  １  ７  日  間  で  処  理  　  ３  ５  度  管  理 

 バ  イ  オ  ガ  ス  を  熱  エ  ネ  ル  ギー  へ 

 ４  ０  ０  Kw  　  排  熱  は  生  ご  み  の  解  凍  な  ど  へ  使  用 

 昇  華  汚  泥  は  脱  水  乾  燥  　  水  は  排  水  処  理  　  　  汚  泥  は  堆  肥  化  　  ４  ２  日  間  発  酵 

 排  水  処  理  は  河  川  放  流  可  能  レ  ベ  ル  ま  で  浄  化  す  る 

 堆  肥  貯  留  場  　  １  ５  ｋ  ｇ  ４  ０  ０  円  で  売っ  て  い  る 

 水  質  試  験  室  も  整  備  さ  れ  て  い  る 

 人  口  減  に  よ  る  影  響  　  搬  入  量  の  減  少  に  よ  り  ど  う  なっ  て  い  る  の  か 

 3  槽  あ  る  う  ち  の  現  在  で  は  2  槽  し  か  動  い  て  な  い 

 １  槽  で  十  分  な  量  で  は  あ  る  が、  平  準  化  を  図  る  た  め  に  ２  槽  動  か  し  て  い  る 

 最  高  処  理  量  が  ５  ５  ト  ン  /  日  で  は  あ  る  が  そ  こ  ま  で  の  搬  入  実  績  は  無  く、  ３  層  と  も  動  い 

 た  の  は  最  初  の  ほ  う  の  わ  ず  か  だ  け  で  あっ  た  　  ３  ８〜  ４  ０  ト  ン  （最  大  実  績） 

 安  定  発  酵  で  は  １  ８  ト  ン  ほ  し  い  が  安  定  運  営  で  は  減っ  て  い  る 

 平  成  １  ５  年  か  ら  半  減  し  て  い  る  　  現  在  １  ８  ト  ン  来  る  の  は  週  １  -2  あ  る  か  く  ら  い 



 水  質  試  験  は  ど  の  様  な  頻  度  で  行っ  て  い  る  の  か 

 各  層  の  項  目  を  週  １  度  で  　  放  出  水  は  週  ２  度  　  専  門  分  析  に  か  け  る  の  は  月  １  度 

 生  ご  み  を  ド  ロ  ド  ロ  に  溶  か  し  て  発  酵  す  る。  冬  場  で  も  凍  結  し  な  い  よ  う  に  キー  プ  し  て 

 い  る 

 屋  外  を  通  る  配  管  な  ど  が  心  配。  屋  外  の  配  管  は  凍  結  の  可  能  性  が  あ  る。 

 凍  結  防  止  の  ヒー  ター  な  ど  ちゃ  ん  と  防  止  対  策  を  す  る  こ  と  が  大  切 

 午  前  ８  時  ま  で  に  出  す  ルー  ル。  処  理  自  体  も  午  前  中  に  終  わ  ら  せ  る。  ご  み  の  性  質  に 

 よっ  て  は  凍  る、 

 オ  ホー  ツ  ク  と  の  差  は  不  明  だ  が  こ  ち  ら  は  あ  ま  り  凍  結  し  て  い  な  い。 

 発  電  機  の  使  用  ５  ５  ～  ６  ０  ％  で  発  電  　  メー  カー  は  目  安  ５  ８  ％  で  の  発  電 

 メ  タ  ン  ガ  ス  濃  度  は  安  定  し  て  い  る。  薄  い  濃  い  と  い  う  の  は  あ  ま  り  無  い。 

 月  島  メ  ン  テ  は  ３  ４  名  中  １  名  が  本  社  よ  り  派  遣 

 破  砕  の  時  の  異  物  で  破  損  し  た  場  合  の  費  用  　  中  断  す  る  こ  と  も  あ  る  の  か 

 過  去  の  実  績  だ  と  小  さ  な  破  損  修  理  費  ２  ０  万  程  度  　  年  に  数  回  あっ  た  が  最  近  は  無  く 

 なっ  て  き  た 

 分  別  の  浸  透！ 

 大  き  く  破  損  は  過  去  １  回  　  ５  ０  ０  万 

 ３  台  の  ラ  イ  ン  体  制  で  使  用  し  て  い  る  の  で  １  台  壊  れ  て  も  止  ま  る  訳  で  は  な  い 

 住  民  周  知  は  ど  う  し  て  い  る  の  か  　  周  知  方  法 

 小  学  ４  年  生  が  毎  年  見  学  に  来  る  　  Ｐ  Ｐ  で  優  し  く  説  明  し  て  い  る  　  広  報  周  知  　  出  前  講 

 座 

 肥  料  は  人  気  が  あ  る  が  少  し  ず  つ  ス  トッ  ク  が  多  く  なっ  て  き  て  い  る。 

 臭  気  は  生  ご  み  処  理  す  る  場  所  は  す  る  　 

 ダ  ク  ト  フィ  ル  ター  で  やっ  て  い  る  の  で  気  に  な  る  よ  う  な  レ  ベ  ル  で  の  周  囲  へ  の  放  出  は 

 な  い 

 建  設  の  場  所  と  し  て  滝  川  市  が  中  央  で  遊  休  地  が  あっ  た  　  広  域  で  や  る  中  央  値  で  あっ 

 た  な  ど 

 ※  大  き  な  広  域  は  ３  地  区  に  分  か  れ  て  お  り、  そ  れ  ぞ  れ  が  歌  志  内  市  の  焼  却  へ  運  ぶ 



 感  想 

 　  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  を  考  え  て  い  る  と  さ  れ  る  現  状  の  中  で、  メ  タ  ン  発  酵  施  設  を  見  れ 

 た  こ  と  は  有  意  義  で  あっ  た  と  思  う。  リ  サ  イ  ク  リー  ン  の  施  設  で  採  用  さ  れ  て  い  る  も  の  は 

 湿  式  （湿っ  た  状  況・  水  分  量  が  多  い  状  況  で  行  う  方  式）  で  あ  り、  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド 

 で  行  う  際  は  乾  式  （乾  燥  さ  せ  て  行  う  方  式）  で  あ  る  と  い  う  違  い  が  あ  る。  そ  の  中  で  は 

 一  概  に  同  じ  よ  う  に  と  は  考  え  に  く  い  の  で、  今  後  乾  式  や  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  本  体  を  見 

 に  行  く  必  要  が  あ  る  よ  う  に  感  じ  た。  湿  式  と  乾  式  で  の  違  い  は、  メー  カー  派  遣  の  方  で 

 も  湿  式  の  担  当  で  き  て  い  る  為、  わ  か  ら  な  く  ど  う  いっ  た  部  分  が  同  じ  感  じ  で  あ  り  ど  う 

 いっ  た  違  い  や、  気  を  付  け  る  べ  き  課  題  が  果  た  し  て  同  じ  な  の  か  な  ど  気  に  な  る  部  分  も 

 多  く  あっ  た。  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  は  全  国  で  ７  基  設  置  さ  れ  て  い  る  と  さ  れ  る  中、  現  在 

 稼  働  中  は  ３  基  と  聞  い  て  お  り  そ  の  う  ち  １  基  の  町  田  市  は  火  災  後  の  修  復  が  遅  れ  １  年  以 

 上  止  まっ  て  い  る  と  聞  い  て  い  る  が、  他  の  止  まっ  て  い  る  原  因  が  一  体  な  ぜ  な  の  か  知  る 

 必  要  性  も  あ  る。  気  候  変  化  の  厳  し  い  北  海  道  で  の  稼  働  実  績  が  な  い  中  で、  稼  働  実  態 

 が  そ  の  よ  う  な  状  態  で  あ  る  と  聞  き  及  ぶ  の  は  い  さ  さ  か  不  安  で  あ  り、  金  額  も  膨  大  で  あ 

 る  こ  と  か  ら  も  導  入  に  は  一  層  慎  重  で  あ  る  べ  き  で  あ  る  と  考  え  る。 

 　  ま  た、  人  口  減  少  に  お  け  る  生  ご  み  量  の  減  少  も  あ  る  が  発  酵  槽  を  ３  槽  整  備  し  て  い  た 

 が、  当  初  か  ら  見  込  み  の  量  よ  り  少  な  く  ３  槽  す  べ  て  稼  働  し  た  と  い  う  の  は  開  始  後  の  わ 

 ず  か  の  期  間  で  あ  り  ほ  と  ん  ど  が  ２  槽  で  間  に  合っ  て  い  る  の  が  現  状  で  あ  る  様  に、  人  口 

 減  少  に  お  け  る  影  響  が  顕  著  で  あ  り  そ  う  し  た  影  響  や  見  込  み  の  量  を  見  積  も  る  の  を  技 

 術  が  進  歩  し  て  い  る  の  だ  か  ら  しっ  か  り  と  把  握・  検  討  し  て  行  う  こ  と  が  大  切  で  あ  る  と  感 

 じ  た。  こ  の  例  で  見  る  と  １  槽  整  備  し  た  金  額  が  無  駄  で  あ  り、  予  備  を  見  た  と  い  う  見  解  は 

 民  間  で  は  通  用  し  た  か  も  し  れ  な  い  が、  公  金  を  投  入  し  て  い  る  中  で  は  精  査  や  実  数  把 

 握  の  状  況  が  甘  かっ  た  と  断  ぜ  ら  れ  な  い  よ  う  に  し  な  く  て  は  な  ら  な  い。 



 中・  北  空  知  廃  棄  物  処  理  広  域  連  合  　  エ  ネ  ク  リー  ン  　  　  焼  却  処  理  炉 

 一  般  可  燃  ご  み  　 

 可  燃  性  破  砕  残  さ  　  粗  大  ご  み  の  破  砕  し  た  燃  え  る  も  の  な  ど 

 資  源  物  処  理  後  の  可  燃  物  　  再  利  用  に  向  か  な  い  ゴ  ミ  や  ハ  タ  イ  後  の  ゴ  ミ  袋 

 ６  ０  ト  ン  /  日 

 ４  ２  ．  ５  ト  ン  ×  ２  基  　  最  大  ８  ５  ト  ン 

 ピッ  ト  は  ７  日  分  貯  留  可  能 

 撹  拌  し  燃  焼  効  率  を  上  げ  る 

 ８  ５  ０〜  ９  ５  ０  度  　  階  段  状  の  焼  却  炉 

 有  害  排  ガ  ス  の  処  理  　  減  温  し  冷  却  　  急  冷  し  ダ  イ  オ  キ  シ  ン  の  再  合  成  を  防  ぐ 

 濾  過  式  集  塵  機  　  フィ  ル  ター  で  と  り  除  く  　  飛  灰  を  薬  剤  で  無  害  化  し  埋  め  立  て  へ 

 熱  は  ボ  イ  ラー  で  蒸  気  に  　  蒸  気  ター  ビ  ン  発  電  機  で  発  電 

 １  時  間  　  1770  ｋ  ｗ  発  電  　  発  電  の  40-45  ％  で  施  設  運  営  が  賄  え  る  の  で  　  余  り  は  売 

 却  　  　 

 ２  ４  時  間  運  転  　  ３  ６  ５  日  　  メ  ン  テ  ナ  ン  ス  以  外  は  稼  働 

 廃  プ  ラ、  製  品  プ  ラ  は  現  在  投  入  し  て  い  る 

 一  日  平  均  ６  ０  ト  ン  と  少々  　  平  均  す  る  と  ０  ．  ０  ５  ト  ン  を  毎  日  少  し  残  る 

 投  入  量  の  14-15  ％  が  焼  却  灰  と  な  る 

 煙  は  ほ  ぼ  出  ず  水  蒸  気 

 業  者  が  撤  退  表  明  し、  近  隣  町  村  と  の  焼  却  施  設  を  造  る  こ  と  に 

 歌  志  内  が  施  設  誘  致  に  手  を  挙  げ  た  た  め、  歌  志  内  市  に  建  設  が  決  ま  る 

 長  期  契  約  （１  ５  年）  　  日  立  造  船 

 ２  ５  年  の  ４  月  か  ら 

 法  定  基  準  値  よ  り  も  厳  し  い  基  準  値  を  設  け  て  い  る  の  で、  何  か  あっ  た  時  に  も  地  域  に 

 迷  惑  を  か  け  な  い  よ  う  に  し  て  い  る。  故  障  な  ど  で  １  度  自  主  基  準  値  を  オー  バー。 



 ４  回  の  地  元  説  明  会  　  環  境  協  定  を  結  ん  で  い  る 

 エ  コ  バ  レー  歌  志  内  と  い  う  元々  あっ  た  施  設  が  実  験  施  設  で  あっ  た。 

 一  般  廃  棄  物  入  れ  た  ら  ど  う  だ  と  い  う  の  で  やっ  て  み  た  が  上  手  く  い  か  ず  に  撤  退 

 安  定  継  続  を  考  え  民  設  で  は  な  く  公  営  に  し  よ  う 

 ５  市  ９  町  の  ご  み  の  焼  却  残  さ  は  全  て  歌  志  内  で  埋  め  る  の  か 

 全  て  歌  志  内  市  で  の  埋  め  立  て  と  な  る 

 各  市  町  の  負  担  割  合  は  ご  み  の  総  量  +  歌  志  内  へ  の  支  払  い  分  と  さ  れ  て  い  る 

 事  業  所  が  払  う  が、  総  量  で  各  市  町  の  負  担  と  な  る 

 最  終  処  分  場  の  残  余  量  と  残  り  年  数 

 １  ５  年  間  の  運  転  量  　  処  分  場  で  受  け  入  れ  ら  れ  る  だ  け  の  能  力  が  あ  る  と  い  う  前  提 

 残  余  量  調  査  で  も  ク  リ  ア  　  １  ５  年  分  +7  年  分  く  ら  い  対  応  で  き  る  ほ  ど 

 焼  却  灰  の  支  払  い  　  負  担  金  　  年  度  の  負  担  金 

 灰  が  水  分  を  含  ま  せ  飛  び  散  ら  な  い  の  も  あ  る  が、  市  街  地  を  通  ら  ず  ホ  ロ  な  ど  は  必  要 

 な  い。 

 人  口  減  に  伴っ  て  可  燃  ご  み  が  減っ  て  い  な  い 

 な  ぜ  か  …  リ  サ  イ  ク  リー  ン  （生  ご  み）  の  方  が  減っ  て  い  る 

 プ  ラ  ス  チッ  ク  製  品  が  あ  る  が、  そ  う  し  た  包  装  製  品  （コ  ン  ビ  ニ  弁  当）  な  ど  が  増  え  て  い 

 る  の  で  は  な  い  か。  ラ  イ  フ  ス  タ  イ  ル  の  変  化  に  よ  り、  自  炊  か  ら  買っ  て  す  ま  す  よ  う  に 

 なっ  て  い  る  の  で  は  な  い  か。  ネッ  ト  で  の  購  入  な  ど  で  緩  衝  材  な  ど  そ  う  し  た  部  分  の  上 

 昇  が  あ  る  可  能  性。  ※  デー  タ  な  し  憶  測 

 負  担  金  の  仕  組  み  　  起  債  の  償  還  　  起  債  償  還  分  は  建  設  当  時  の  搬  入  量  の  比  率  か  ら  １ 

 ５  年 

 運  転  費  用  　  前  年  度  の  平  均  か  ら  日々  の  毎  年  度  か  ら  同  じ  減  少  率  な  の  で  大  き  く  変  化 

 し  て  い  る  こ  と  は  無  い 

 感  想 

 　  焼  却  と  い  う  形  で  発  電・  余  剰  分  の  売  電  ま  で  が  出  来  て  お  り  か  な  り  良  い  形  で  焼  却  で 

 き  て  い  る  よ  う  に  思  う。  広  域  の  総  数  当  初  １  ４  万  人  （現  在  １  １  万  人）  分  の  ご  み  を  燃  や  し 

 て  い  る  が  焼  却  灰  も  広  域  で  金  額  負  担  （案  分  し  て  負  担）  し、  歌  志  内  市  の  最  終  処  分  場 

 に  入  れ  て  お  り  効  率  的  で  あっ  た。 

 　  包  装・  製  品  プ  ラ  ス  チッ  ク  の  分  別  は  し  て  お  ら  ず  焼  却  に  入  れ  て  い  る  為  燃  焼  効  率  も 

 良  い  感  じ  に  なっ  て  い  る  と  の  こ  と  で  あっ  た  が、  今  後  の  課  題  で  国  か  ら  分  別  リ  サ  イ  ク 

 ル  に  回  す  よ  う  な  指  導  が  来  て  お  り  オ  ホー  ツ  ク  で  広  域  化  す  る  際  に  使  用  す  る  交  付  金 



 を  使  う  と  こ  れ  は  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い  こ  と  に  な  る。  網  走  市  で  は  行っ  て  い  る  が、  現  地 

 の  広  域  で  い  う  と  滝  川  市  も  行  わ  な  く  て  な  ら  な  い  人  口  規  模  に  な  る  と  思  わ  れ  る。  そ  う 

 な  る  と  網  走  の  広  域  で  今  後  予  定  さ  れ  て  い  る  焼  却  の  中  に  は  プ  ラ  ス  チッ  ク  類  は  入  ら 

 な  い  の  で  燃  焼  カ  ロ  リー  が  低  い  中  で、  ど  の  様  に  焼  却  を  効  率  的  に  す  る  か  が  問  わ  れ 

 る  が、  焼  却  維  持  の  た  め  に  重  油  な  ど  燃  料  を  投  入  し  な  く  て  は  な  ら  な  い  の  で  は、  環  境 

 負  担  的  に  も  分  別  す  る  意  味  が  無  い  よ  う  に  思  う。  焼  却  に  よ  り  投  入  総  量  の  １  ５  ％  程  度 

 ま  で  減  ら  せ  る  と  い  う  の  は  ５  分  の  １  以  下  で  あ  り、  最  終  処  分  場  へ  の  負  担  を  大  き  く  減 

 ら  せ  る  こ  と  が  魅  力  で  あ  る。 

 総  括 

 　  両  方  を  視  察  し  た  結  果  で  は  あ  る  が、  メ  タ  ン  発  酵  施  設  と  焼  却  施  設  を  必  ず  し  も  同  じ 

 と  こ  ろ  に  造  る  メ  タ  ン  コ  ン  バ  イ  ン  ド  が  良  い  か  ど  う  か  は  ま  た  別  で  あ  る  と  思  う。 

 　  仮  に  メ  タ  ン  発  酵  を  湿  式  で  行  う  と、  残  さ  の  堆  肥  化  は  網  走  の  現  在  の  堆  肥  化  施  設  を 

 流  用  で  き  る  た  め  無  駄  に  な  ら  な  い  が  乾  式  で  灰  に  す  る  と  焼  却  残  さ  が  生  ま  れ  る  と  推 

 察  さ  れ  る  こ  と  か  ら、  必  ず  し  も  乾  式  で  あ  る  方  が  良  い  と  は  限  ら  な  い。  湿  式  に  し  た  方 

 が  堆  肥  化  し  て  販  売  す  る  こ  と  に  よ  り  最  終  処  分  場  へ  の  流  入  量  を  減  ら  す  こ  と  に  な  る  の 

 で  は  な  い  だ  ろ  う  か。  そ  う  し  た  場  合、  改  め  て  網  走  に  運  ぶ  と  い  う  手  間  よ  り  も  現  在  の 

 処  分  場  に  近  い  方  が  良  い  と  考  え  ら  れ  る  部  分  も  あ  る。 

 　  ま  た、  案  文  に  よ  り  生  ご  み  残  さ  を  受  け  入  れ  る  こ  と  で  逆  に  各  自  治  体  か  ら  案  文  負  担 

 を  し  て  も  ら  う  こ  と  も  可  能  で  あ  る。  そ  う  し  た  こ  と  か  ら  も、  あ  り  き  で  決  め  る  の  で  は  な  く 

 色々  な  可  能  性  を  改  め  て  思  案  し  て  網  走  市  の  考  え  や  広  域  で  の  考  え  を  再  度  詰  め  な 

 お  す  必  要  が  あ  る  よ  う  に  感  じ  た。  時  間  が  無  い  と  い  う  こ  と  は  理  解  し  て  い  る  が、  広  域 

 で  見  る  と  そ  れ  は  網  走  市  の  問  題  で  あ  り、  広  域  で  や  る  の  で  あ  れ  ば  将  来  負  担  な  ど  を 

 しっ  か  り  と  勘  案  し  た  施  設  を  造  ら  な  く  て  は  な  ら  な  い  が、  時  間  的  な  制  約  に  よ  る  失  敗 

 や  詰  め  の  甘  さ  な  ど  が  あ  れ  ば  そ  れ  は  結  局  網  走  市  の  責  任  と  な  り  か  ね  な  い  と  考  え  る。 

 以  上  の  こ  と  か  ら  も  しっ  か  り  と  詰  め  な  お  す  と  い  う  の  は  必  然  で  あ  る  と  改  め  て  考  え  た 

 と  こ  ろ  で  あ  る。 


